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研究成果の概要（和文）：　叢生型の地下茎をもち株立ちする熱帯のタケと異なり、東アジア温帯のタケササ類
は、水平に広がる地下茎をもち平面的に個体の分布を拡大できる。この特性が、森林という不均質な環境下での
一斉開花枯死後のササ群落の回復にどう影響するかを検証した。その結果、林内の暗い環境下では実生発生後10
年にわたって群落の回復は非常に遅れたが、その後、林冠ギャップ等明るい環境下で成長した個体の侵入によっ
て急速な回復を示した。この結果は、ササの更新過程において水平に伸びる地下茎を有することの重要性を示す
ものである。

研究成果の概要（英文）：In contrast to the clump-forming tropical bamboos, temperate bamboos in East
 Asia can extend horizontally via long rhizomes.  We verified the effects of such characteristics of
 the temperate bamboos on their regeneration process after mass flowering in the heterogeneous 
environments of the forest understory.   Bamboo populations in the dark conditions under the canopy 
trees grew very slowly during the first 10 years after germination, but after then, recovered 
rapidly. It was caused by the invasion of the well-grown clones from the canopy gaps by horizontal 
rhizome extension.   Our results indicated the importance of the mode of clonal growth of bamboos on
 the regeneration process after mass flowering and death.  

研究分野：森林生態学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本人にとってタケササは古くからなじみの深い植物である。しかしながら、その生態についてはほとんど認
識されてはこなかった。これまでの代表者らの研究により、長寿命一回繁殖性植物で同調開花するクローナル植
物であるという非常に特異的なタケササ類の生活史特性とその開花習性の進化について探求する視点が明らかに
なってきた。さらに、本研究成果により、日本のブナ林の重要な構成要素であるササの更新におけるクローン特
性の重要性が明らかとなり、日本の森林の長期的動態への理解を深めることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  

(1)タケササ類（Bamboo）は長寿命一回繁殖性植物であり、しばしば広範囲にわたって同
調開花するという特異な生活史特性をもつ。また、叢生型の地下茎(pachymorph type)を
もち株立ちする熱帯性タケ類とは異なり、東アジア温帯のタケササは水平に伸長する地下
茎(単軸型：leptomorph type)をもち、竹林やササ原を形成し、非常に長い開花周期をもつ。 

(2)代表者らは、こうしたクローン特性と開花習性の関連性に注目し、水平型の地下茎を持
ちクローン同士が混在する構造をもつことが、熱帯から温帯への進化につれて開花周期の
長期化に結びついたのではないかとの考察を深めてきた。 

＜熱帯:叢生型＞      ＜温帯：混合型＞       ＜温帯：水平展開型＞  

仮軸型地下茎により  仮軸と単軸の両タイプの地下茎をもち、   単軸型地下茎を有し、  

固着型の密な群落形成  叢生した株と水平展開型地下茎をもつ    平面的移動性に富む 

 

２．研究の目的 

 本研究では、単軸型地下茎をもって平面的に分布拡大できるクローン成長様式をもつこ
とが、一斉開花枯死後のササの更新過程にどのような効果を与えているかを明らかにする
ことによって、クローン特性の進化についての適応的意義を明らかにすることを目的とし
た。 

 

３．研究の方法 

(1) 調査は 1995 年に林床のチシマザサが一斉開花枯死した十和田湖畔のブナ林で行った。
チシマザサは叢生型と水平型の両タイプの地下茎をもつ混合型である。本調査地では 1996
年に開花枯死地と非開花地を含んだ 1ha 調査区が設置され、林冠条件の異なるプロットで
のチシマザサの回復過程や樹木実生の動態等についての追跡調査が行われている。 
(2) チシマザサの全域的回復状況：一斉開花枯死後の全域的な回復状況と光環境の関係を
明らかにするために、4 ㎡プロット 85 区（非開花区を含む）を設け、10 年目と 19 年目に
被度や稈密度、現存量を測定した。 
(3) より詳細にチシマザサの回復過程を明らかにするために、林冠状態の異なる 9 ㎡のプ
ロット 6 区を設け、一斉枯死後 10 年目から 21 年目までの現存量やクローン数の変化を調
べ、光条件との関係を解析した。さらに、閉鎖林冠下の現存量の回復がギャップ等で成長
したクローンの平面的分布拡大に依るものかどうかを明らかにするために、閉鎖林冠下で
成長しているクローンの由来を調べ、その
場で発芽して成長してきたクローン（既存
クローン）か、外部から地下茎の伸長によ
って侵入してきたクローン（侵入クローン）
かを判別した。さらに侵入クローンについ
ては地下茎を追跡し、クローンの拡がりを
調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 全域的回復状況：一斉枯死後 10 年目でも 19 年目でも光環境とチシマザサの被度や稈
数、現存量には正の関係が見られ、林冠ギャップ等明るい場所の方が実生個体群の成長が
速やかに進行することが明らかになった。
ただし、10 年目以降、暗い環境下で著しい
成長が認められた(Aikawa et al. 2017)。
非開花域では閉鎖林冠下とギャップでの差
がほとんど認められなかったことから考え
て、閉鎖林冠下でのササ個体群の成長はさ
らに続くものと思われた。 
 
(2) 詳細プロットにおいても、光条件の良
いプロットでは当初から継続的な成長が続
いていたが、閉鎖林冠下では枯死後 10 年ほ
どは非常に生育が悪いが、その後急速に現



存量を増やしていることが認められた(富松ら 2017；Matsuo et al. 2018)。一方、10 年め
以降のクローン数の変化を見ると、林冠ギャップではクローン数が減少し、強い種内競争
による個体の死亡が生じていることが推定されたが、閉鎖林冠下ではむしろクローン数は
増加していた。一斉開花時以外に新たな実生の発生はないので、クローン数の増加は侵入
クローンの存在によるものと推定された。 
 
(3) 地下茎の追跡調査により、閉鎖林冠下への侵入
クローンの多くは地下茎を 10ｍ以上（最大 39ｍ）伸
ばして広がっていることが明らかとなった。これら
の侵入クローンの稈の光条件を調べたところ、林冠
ギャップ等の明るい場所から侵入してきたものが多
いことがわかった（Tomimatsu et al. 投稿中）。  
 
(4) これらの結果から、不均質な環境を有するブナ
林では、一斉開花したチシマザサは林冠ギャップ等
の明るい条件下で発生したクローンが成長し、平面
的に分布域を拡大することによって群落の回復を早
めていることが示唆され、単軸型地下茎をもつとい
うクローン成長様式が、ササの更新に重要な意味を
もつことが明らかになった。                     
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新聞報道 

しんぶん赤旗 2018 年 2 月 12 日（月）チシマザサ暗い森でも再生なぜ」 
河北新報 2018 年 2 月 13 日（火）一面「ブナ林の「敵」対策に光―チシマザサ成長過程
解明」 

日経新聞 2018 年 2 月 16 日(金)「山形大と東北大など、1995 年に十和田湖畔で一斉開花・
枯死したチシマザサ集団の更新過程を分析」 

山形新聞 2018 年 3 月 4 日(日)「陽光浴び地下茎進入」 

秋田魁新報 2018 年 3 月 30 日（金）「ネマガリタケの生態解明」 
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